
創成館高等学校 文化部活動に係る活動方針 

 

 

学校法人奥田学園 創成館高等学校 文化部活動の在り方に関するガイドライン 

・生徒が文化部での活動を通して、生涯にわたって芸術文化等の活動に親しむ基礎を形成し、バランスのとれた心身の成長と学校生

活を送ることができるようにする。 

・好ましい人間関係の構築を図ったり、自己肯定感を高めたりするなど、生徒の多様な学びの場として活動し、精神的・体力的な負

担を考慮するために適切な休養日及び活動時間を設定する。 

・生徒の自主的、自発的な参加により行われ、学校教育の一環として教育課程との関連を図り、合理的でかつ効率的・効果的に取り組む。 

・学校全体として文化部活動の指導・運営に係る体制を構築する。 

文化部活動に係る学校の実情等 

【生徒や保護者、地域の実情】 

・全国大会出場を目指した生徒が多数 

入学し、日々活動している。吹奏楽部

は甲子園等でも演奏し、地域の方々か

ら応援を寄せられる事も多くなった。 

・諫早市後援の祭事や地域の祭等では 

チアリーディング部やダンス部、音楽

部等が出演依頼を頂き、活動してい

る。 

 

【施設等の使用状況】 

・全国大会常連の放送部は専用スタジオ

完備。校舎中庭には、吹奏楽のマーチ

ング練習ができるスペースがあり。放課

後になるとダンス部、音楽部も加わり活

動している。 

・筋力トレーニング施設には専任トレーナ

ーが常駐し、生徒一人ひとりに合せてメ

ニューを組む。 

 

【強化指定等】 

・吹奏楽部を強化指定とし複数顧問制と

する。 

 

本校の活動方針 

【部活動のねらい】 

校訓「自発徹底」のもと、文化部活動における運営体制を整え、スローガンである「誰かが何かをやるとき、

みんなで本気で応援する」をベースに、生徒の心身の健全な育成を図る。 

【休養日及び活動時間】 

・原則として、学期中は週当たり１日以上の休養日を設け、月に１回以上は週末を休養日とする。 

 ただし、大会等４週間前の週休日に両日活動する場合は、休養日を他の日に振り替える。 

・定期試験１週間前及び定期試験中の部活動は原則禁止とする。ただし、大会等が定期試験直後の週休

日に開催される場合などは、部活動顧問が許可願いを提出し、短時間の練習を許可する。 

・１日の活動時間は、平日２時間程度、休業日３時間程度 

・長期休業中は、学期中の休養日の設定に準ずる。 

【活動計画立案（大会参加の目安を含む）及び提出と公開】 

・各部顧問は年間の活動計画（活動日、休養日、参加予定大会日程等）並びに月ごとの活動計画及び 

活動実績を作成し、管理職に提出する。 

・各部顧問は生徒・保護者に対して年度の初めに年間計画を示すとともに、月ごとの予定表を配布し、 

計画的な部活動運営を行う。 

【適切な運営のための体制整備】 

・強化指定部活動には顧問を複数配置し、指導内容の充実や生徒の安全確保に努めるともに、一部の 

顧問に負担が偏らないようにする。（ワークシェアリングによる負担軽減） 

・文化部活動における外部指導者の活用を推進する。 

・管理職による部活動視察を定期的に実施（月１回程度）するとともに、長時間の活動になっている部の 

顧問と面談を実施する。 

【熱中症等の事故防止について】 

・事故の未然防止に努めるとともに、施設設備の安全点検を実施する。・種目の特性を踏まえた科学的ト

レーニングの導入に努め、休養を適切に取りつつ、短時間で効果が得られる指導を行う。 

・体罰やハラスメントの根絶を徹底する。 

・顧問に心配蘇生法、ＡＥＤ使用の研修を義務づけ、危機管理体制を整える。 

【参加する大会や練習試合等の見直し】 

・各部の実情を考慮しつつ、参加する大会等や地域の行事等を精選し、負担軽減を図るとともに、生徒の

多様な教育活動にあてる時間を確保する。 

・年間活動計画に参加する大会等を示し、シーズン期とシーズン期以外の活動がメリハリのついたものに 

なるようにするとともに、生徒のモチベーション維持に努める。 


